
長久手小学校区 地域学校協働活動事業について

- 「地域とともにある学校」を目指す体制づくりが求められています -

少子高齢化や地域のつながりが薄くなっている中、地域の教育力の低下とともに、発達障害、貧困といった

福祉的な課題が増えています。このような課題が複雑、多様化する中、学校だけではなく「社会全体で子供の

育ちを支えていくこと」が求められており、平成２７年度の中教審の答申「新しい時代の教育や地方創生の実

現に向けた学校と地域の連携と・協働の在り方について」を経て、平成２9年度に、新しい学校と地域の連

携・協働に関する法整備（社会教育法）がなされました。

１「新しい時代の学校と地域の連携・協働」のイメージとは

地域の状況に応じて学校と地域住民とが、力を合わせて学校の運営や子どもの成長に取り組む「地

域学校協働活動事業」と、教育委員会から任命された保護者や地域代表が、一定の権限と責任を持っ

て学校の運営に取り組む「コミュニティスクール」事業の2つが連携して、開かれた学校を築いてい

くこと、としています。（裏面を参照）

本市では、※ 横山地域コーディネーターが中心となって準備を進め、今年7月から長久手小学校

に本部を置き、同小学校区で「地域学校協働活動事業」を開始しました。

【※】地域コーディネーター : 地域学校協働活動事業における、地域住民等と学校との連絡調整役のことです

学校、地域双方の連携協力体制を育む上で、大変重要な役割を持っています。

２ どのような方が参加されているのか

PTA、地域のボランティア団体、自治組織（岩作区長、長湫地区長久手小校区自治会連合会）、

社会福祉協議会（CSW）等、幅広い住民等が参画されています。（現時点で35名程が参加）

３ この活動によってどんな効果が得られるのか

(1)子どもにとって良いこと

・幅広い世代の方との交流により、子どもの学びや体験活動を充実させることができます。

・地域の大人と多く関わることで「自己肯定感」「思いやる心」を育むことができます。

(2)学校・教職員にとって良いこと

・地域の方々と一緒に活動することで、地域からの「学校に対する理解度」が深まり、地域

からの支援が増え、教職員が子どもに向き合う時間を、より多く確保できます。

・地域資源を活かした、効果的な学習作りを進めることが期待でき、教員の指導

力の向上が望めます。

(3)地域にとって良いこと

・自分の得意分野や技能を、子どもたちの教育に活かせることで、地域住民の生

きがいにつながります。また、幅広い地域住民の参加による活動を通じて、お互い

「顔の見える」関係づくりや、地域の教育力・結束力の向上が期待できます。

令和２年１１月６日

総合教育会議資料

４ 長久手小学校地域学校協働活動について

令和２年9月１1日に、第１回本部会議を開催しました。教育長からの挨拶の

後、出席者（「本部会議員」といいます）の自己紹介、要綱の確認、本部長等の選出、

今後の活動計画や検討課題などについて話し合いを行いました。

◆ 今後の活動計画

・防犯ボランティアによる児童の登下校の見守りを行います

・大学生等からボランティアを募り、学習支援を実施します

・除草等による美化活動や、将来的には課外活動支援も考えています

※ コロナ関係の情勢を注視し、対策をとりながらできることを進めて行きます

◆ 検討課題、懸案事項

・開かれた学校を目指すため、学校が求める参加者をさらに増やす方策の検討

・学校での活動場所の確保について検討

・「コミュニティスクール」の創設についての検討

-- 最後に --

この活動での愛称を 長小サポート隊「３Ｍクラブ」と名付けました。

活動のテーマを表し、「みんなで」「無理なく」「魅力的な」（３Ｍ）校区づくりを

行っていこうというものです。

学校と地域の方々が、この３Ｍの精神で、子どもたちの豊かな育ちを支えるとと

もに、協働本部が「Ｍ」の文字のように、校区に住む人たちの心の架け橋となるこ

とを願って名付けました。無理なく、永く持続できるように活動を続けていくこと

が大事であり、本事業をモデルに他の校区へも広げていきたいと考えています。

資料４



【地域学校協働活動事業 組織のイメージ】

長久手小学校区地域学校協働本部

今回は、この右側部分の「地域学校協働本部」を設立しました

コミュニティ・スクール 地域学校協働活動

連携・協働


